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男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
、
廃
棄
物
の
処
理

　

及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

議
員
提
出
議
案
は
、
４
議
案
が
提
出
さ
れ
４
議
案
を
可
決

男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
の
制
定
を
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
男
女
が
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
自
ら
の
意

思
と
責
任
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
共
同
参
画
す
る
社
会
を
築
く

た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等

は
日
本
国
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
男
女
平
等
の
実

現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
社
会
の
制
度
や
慣
行
、

配
偶
者
へ
の
暴
力
な
ど
、
真
の
男

女
平
等
を
達
成
す
る
に
は
、
い
ま

だ
に
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。  

　

春
日
部
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て

豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
発

展
し
続
け
る
た
め
に
も
、
男
女
が

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

が
重
要
で
す
。

  

条
例
の
制
定
は
、
市
の
基
本
理

念
を
定
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
男
女
共

同
参
画
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本

理
念
を
定
め
、
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
市
、
市
民
、
事
業
者
の
責

務
を
明
記
し
、
性
別
に
よ
る
権
利

侵
害
の
禁
止
及
び
対
応
、
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
、
広
報
物

へ
の
留
意
、
教
育
及
び
学
習
、
基

本
計
画
の
策
定
、
推
進
体
制
の
整

備
、
苦
情
等
へ
の
対
応
な
ど
、
市

の
取
り
組
み
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

討　

 

論

条
例
の
理
念
が
市
内
に
あ
ま
ね
く

浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し

賛
成
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
部
）

　

待
望
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」
が
今
議
会
で
提
案
さ
れ
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
歓
迎
す
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
①
最
も
重
要
な
市
の

責
務
で
あ
る
財
政
的
措
置
、
②
本

条
例
の
理
念
・
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
「
基
本
計
画
」
策
定
の
手

順
、
③
さ
ら
に
「
苦
情
処
理
」
に

対
応
す
る
第
三
者
機
関
の
設
置
。

以
上
の
３
点
が
、
条
文
に
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

本
条
例
の
理
念
を
生
か
す
た
め

に
、
以
上
３
点
の
確
実
な
実
行
を

求
め
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
春
日
部
地
域
と

庄
和
地
域
の
ご
み
処
理
手
数
料
の

統
一
並
び
に
事
業
者
に
対
し
て
適

切
な
負
担
を
求
め
る
た
め
、
春
日

部
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

庄
和
地
域
の
し
尿
及
び
粗
大
ご

み
手
数
料
を
春
日
部
地
域
の
手
数

料
に
統
一
し
、
従
量
制
に
よ
る
し

尿
及
び
庄
和
地
域
の
特
定
家
庭
用

機
器
廃
棄
物
手
数
料
は
、
収
集
運

搬
許
可
業
者
に
よ
り
行
う
た
め
削

除
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
は
、
市
内
全
域
の
可
燃
物
、
不

燃
物
の
手
数
料
を
10
㎏
当
た
り
、

２
１
０
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

し
尿
及
び
事
業
系
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
は
、
平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
、
粗
大
ご
み
及

び
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
手
数

料
は
、
10
月
１
日
か
ら
施
行
と
な

り
、
経
過
措
置
と
し
て
事
業
系
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
、
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
は
10
㎏
当
た

り
、
１
８
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

粗
大
ご
み
処
理
手
数
料
は
、
春

日
部
地
域
の
定
額
制
に
統
一
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
庄
和
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
、
負
担
額
が
数
倍
か
ら

十
数
倍
に
な
る
と
い
う
内
容
で
す
。

こ
れ
は
合
併
前
に
サ
ー
ビ
ス
は
高

い
方
に
、
負
担
は
低
い
方
に
合
わ

せ
る
と
し
て
い
た
説
明
と
は
、
全

く
相
入
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
に
お
い
て
も
、
両
地
域
に
お
い

て
可
燃
物
、
不
燃
物
で
負
担
増
に

な
る
改
正
内
容
で
あ
り
反
対
で
す
。

廃
棄
物
行
政
の
円
滑
な

推
進
を
図
り
、
努
力
を

要
望
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

改
正
に
伴
い
負
担
増
と
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
総
体
的
に
は

平
準
化
さ
れ
た
も
の
で
、
近
隣
自

治
体
と
の
均
衡
を
も
考
慮
し
た
改

正
内
容
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ご

み
処
理
に
関
す
る
事
務
事
業
の
早

期
統
一
は
、
合
併
時
か
ら
の
重
要

課
題
で
あ
り
、
課
題
の
解
決
に
向

け
て
前
進
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
行
政
の
円
滑
な
推
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
等
へ
の
改

正
内
容
の
周
知
に
つ
い
て
、
特
段

の
努
力
を
要
望
し
て
賛
成
し
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
を
可
決

討　
 

論

住
民
に
大
き
な
負
担
に

な

る

も

の

で

あ

り

反
対
（
日
本
共
産
党
）
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議
員
提
出
議
案

「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」

（
仮
称
）
設
置
の
早
期

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

少
子
化
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

子
育
て
に
対
す
る
「
経
済
的
負

担
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

働
く
女
性
の
約
７
割
が
第
１
子
出

産
を
機
に
離
職
し
て
い
る
と
の
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、
出
産
・
育

児
を
経
て
再
雇
用
を
望
む
女
性
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
12
歳
未
満

の
子
ど
も
を
持
ち
な
が
ら
求
職
活

動
を
行
っ
て
い
る
女
性
は
全
国
に

約
70
万
人
、
就
業
を
希
望
し
て
い

な
が
ら
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
者
も
約
１
８
０
万
人
存
在
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
０
６
年

４
月
に
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中

の
女
性
を
支
援
す
る
た
め
に
「
マ

ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
求
職
者
一
人
一
人

の
希
望
や
状
況
を
踏
ま
え
た
キ
メ

細
か
な
対
応
が
好
評
で
、
利
用
者

も
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
成
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
「
マ
ザ
ー
ズ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
設
置
は
、
全

国
12
カ
所
11
都
道
府
県
（
札
幌
、

仙
台
、
千
葉
、
東
京
、
横
浜
、
名

古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
広

島
、
福
岡
、
北
九
州
）
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
は

大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
は
、
既
存
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
「
マ
ザ
ー
ズ

サ
ロ
ン
」
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
展
開
し

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中

の
女
性
は
潜
在
的
に
多
数
い
る
こ

と
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

本
格
的
な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
社
会
の
支
え
手
を
増
加

さ
せ
る
観
点
か
ら
も
、
子
育
て
女

性
に
対
す
る
再
就
職
の
促
進
を
図

る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に
お
い

て
は
、
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
未
設
置
の
36
県
に
対
し
「
マ

ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」
（
仮
称
）
設
置

を
早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
18
年
12
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

河
野　

洋
平　

様

参
議
院
議
長　

扇　
　

千
景　

様

内
閣
総
理
大
臣　

安
倍　

晋
三　

様

厚
生
労
働
大
臣　

柳
澤　

伯
夫　

様

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

請  　

願

「
森
の
中
の
滞
在
型

図
書
館
」
の
早
期

実
現
を
求
め
る
請
願

○
請
願
要
旨

　

旧
庄
和
町
が
策
定
し
た
「
図
書

館
基
本
計
画
」
の
構
想
を
尊
重
し
、

庄
和
総
合
支
所
の
中
に
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
と
充
分
な
蔵

書
数
、
多
面
的
な
図
書
館
機
能
を

備
え
た｢

森
の
中
の
滞
在
型
図
書

館｣

を
早
期
に
建
設
す
る
こ
と
。

○
請
願
者

　

春
日
部
に｢

森
の
中
の
図
書
館｣

建
設
を
す
す
め
る
会

　
　
　
　

代
表
者　

高
澤　

信
雄

　
　
　
　
　
【
全
員
一
致
で
採
択
】

討　

 

論

市
民
の
願
い
に
こ
た
え
て

早
く
図
書
館
建
設
を
す
べ
き

で
あ
り
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

庄
和
総
合
支
所
を
活
用
し
た
森

の
中
の
図
書
館
を
一
日
も
早
く
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
に
込

め
ら
れ
た
熱
い
思
い
は
、
３
万
筆

を
超
え
る
署
名
数
に
し
っ
か
り
と

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

庄
和
総
合
支
所
を
活
用
し
た
図

書
館
は
、
新
市
建
設
計
画
の
中
に

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
合
併

時
の
約
束
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
読

書
を
楽
し
め
る
滞
在
型
図
書
館
は
、

新
春
日
部
市
の
合
併
後
の
春
日
部

地
域
と
庄
和
地
域
の
一
体
化
を
進

め
る
施
設
と
し
て
、
本
市
の
未
来

に
誇
れ
る
文
化
の
拠
点
に
な
る
も

の
で
す
。
旧
庄
和
町
が
策
定
し
た

「
図
書
館
建
設
基
本
計
画
」
の
構

想
を
尊
重
し
て
、
決
し
て
規
模
を

縮
小
す
る
こ
と
な
く
市
民
の
願
い

に
こ
た
え
て
一
日
も
早
く
図
書
館

建
設
を
す
べ
き
と
考
え
賛
成
で
す
。

最
大
限
の
財
源
確
保
に

努
力
を
し
て
早
期
実
現
を

期
待
し
賛
成（
新
政
の
会
）

　

庄
和
総
合
支
所
庁
舎
の
中
に
総

合
公
園
な
ど
の
周
辺
環
境
と
一
体

と
な
っ
た
「
森
の
中
の
滞
在
型
図

書
館
」
を
つ
く
る
と
い
う
趣
旨
の

こ
の
請
願
に
は
、
庄
和
地
域
の

方
々
を
初
め
と
し
て
３
万
人
を
超

え
る
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
熱
い

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く

感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。
こ
の
思

い
を
実
現
す
る
た
め
に
も
賛
成
を

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
市
の
財
政
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

執
行
部
に
お
い
て
は
、
最
大
限

の
財
源
確
保
に
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
、
図
書
館
の
早
期
実
現
を
期

待
し
ま
し
て
、
賛
成
い
た
し
ま
す
。

将

来

も

誇

れ

る

図
書
館
建
設
を
求
め

賛
成
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
部
）

　

本
請
願
に
は
、
多
く
の
春
日
部

地
域
の
市
民
も
含
め
て
、
単
に
本

を
借
り
る
だ
け
で
な
い
、
ゆ
っ
く

り
文
化
的
資
料
に
親
し
む
こ
と
の

で
き
る
滞
在
型
の
文
化
施
設
と
し

て
の
図
書
館
を
、
ぜ
ひ
、
春
日
部

市
に
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
庄

和
町
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
図
書
館

建
設
基
本
計
画
」
構
想
こ
そ
、
多

く
の
市
民
の
こ
の
よ
う
な
思
い
を

実
現
す
る
図
書
館
で
あ
る
と
確
信

い
た
し
ま
す
。

　

今
、
財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う

理
由
か
ら
、
こ
の
構
想
が
縮
小
さ

れ
、
中
途
半
端
な
施
設
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
長
期
的
な

展
望
に
立
ち
、
市
民
の
創
意
を
集

め
て
、
将
来
、
誇
れ
る
図
書
館
と

な
る
基
盤
整
備
を
進
め
る
よ
う
強

く
要
望
し
、
賛
成
い
た
し
ま
す
。


